
２０２５年　４月　１日から

２０２６年　３月３１日まで

第１２９期

決　算　公　告

日鉄精密加工株式会社 



（単位：千円）

科        目 金    額 科        目 金    額

流動資産 6,479,509 流動負債 2,070,365

現 金 及 び 預 金 8,585 買 掛 金 302,427

売 掛 金 1,349,545 未 払 金 1,157,027

電 子 記 録 債 権 199,878 設 備 未 払 金 118,422

製 品 184,418 未 払 法 人 税 等 598

原 材 料 400,108 未 払 消 費 税 97,718

仕 掛 品 881,651 前 受 金 21,217

貯 蔵 品 557,195 預 り 金 19,952

前 払 費 用 36,490 賞 与 引 当 金 353,000

未 収 入 金 83,604 固定負債 2,094,812

未 収 還 付 金 153,185 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 29,109

短 期 貸 付 金 591 繰 延 税 金 負 債 72,792

預 け 金 2,624,254 土 地 再 評 価 に 係 る

固定資産 12,763,851 繰 延 税 金 負 債

 有形固定資産 11,568,040 4,165,178

建 物 1,212,416 （純資産の部）

構 築 物 167,032 株主資本 10,744,390

機 械 及 び 装 置 3,243,926 資 本 金 364,158

車 両 運 搬 具 25,017 資 本 剰 余 金 234,236

工 具 器 具 備 品 227,867 資 本 準 備 金 34,236

土 地 6,335,404 そ の 他 資 本 剰 余 金 200,000

建 設 仮 勘 定 356,375 利 益 剰 余 金 10,145,995

 無形固定資産 441,860 利 益 準 備 金 125,000

ソ フ ト ウ ェ ア 310,399 そ の 他 利 益 剰 余 金 10,020,995

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 123,984 別 途 積 立 金 4,050,000

そ の 他 7,477 繰 越 利 益 剰 余 金 5,970,995

 投資その他の資産 753,950 評価・換算差額等 4,333,791

関 係 会 社 株 式 98,395 土 地 再 評 価 差 額 金 4,333,791

投 資 有 価 証 券 17,181

長 期 貸 付 金 872

長 期 前 払 費 用 10,798

前 払 年 金 費 用 622,201

そ の 他 4,500 15,078,182

19,243,360 19,243,360負債及び純資産合計

 貸 借 対 照 表 

2026年 3月 31日現在

（資産の部） （負債の部）

1,992,911

負  債  合  計

純 資 産 合 計

資  産  合  計
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（単位：千円）

売 上 高 10,646,040

売上原価 8,110,415
売上総利益 2,535,625

販売費及び一般管理費 1,055,394
営業利益 1,480,230

営業外収益
受取利息 18,138
受取配当金 77,300
受取賃貸料 35,259
固定資産売却益 230
その他 37,680 168,608

営業外費用
固定資産廃却損 11,041
その他 6,328 17,369

経常利益 1,631,469

特別利益
損害補償引当金取崩益 243,713 243,713

税引前当期純利益 1,875,183

法人税、住民税及び事業税 121,796
法人税等調整額 400,055 521,852
当期純利益 1,353,330

 損 益 計 算 書 

自 2025年 4月 1日　至 2026年 3月 31日

科　　　目 金　　　額
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   （単位：千円）

株主資本

当期首残高 364,158         34,236           200,000         234,236         

当期変動額
剰余金の配当
当期純利益
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 -                   -                   -                   -                   

当期末残高 364,158         34,236           200,000         234,236         

   （単位：千円）

利益剰余金
その他利益剰余金 株主資本

繰越利益 合計
剰余金

当期首残高 125,000         4,050,000       5,407,250       9,582,250       10,180,645     

当期変動額
剰余金の配当 △  789,585    △  789,585    △  789,585    
当期純利益 1,353,330       1,353,330       1,353,330       
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 -                   -                   563,745         563,745         563,745         

当期末残高 125,000         4,050,000       5,970,995       10,145,995     10,744,390     

   （単位：千円）

土地再評価 純資産合計
差額金

当期首残高 4,333,791       4,333,791       14,514,436     

当期変動額
剰余金の配当 △  789,585    
当期純利益 1,353,330       
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - 563,745         

当期末残高 4,333,791       4,333,791       15,078,182     

評価・換算
差額等合計

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
自 2025年 4月 1日　至 2026年 3月 31日

利益剰余金
合計

利益準備金
別途積立金

その他
資本剰余金

資本金

資本剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計

株主資本

評価・換算差額等
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Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記
　１．資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法
　関係会社株式 移動平均法による原価法
　その他有価証券

　市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

棚卸資産の評価基準及び評価方法
　製品、仕掛品 個別法による原価法

（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 
　原材料 移動平均法による原価法

（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 
　貯蔵品 移動平均法による原価法

（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

　２．固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 定額法

② 無形固定資産 定額法

　３．引当金の計上基準
① 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上

しております。

② 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職
給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
事業年度末において、年金資産見込額が退職給付債務見込額
を超過している場合は、超過額を前払年金費用として計上し
ております。過去勤務費用は、各事業年度の発生時における
従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）にわた
り定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法に
より按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理
しております。

③ 役員退職慰労引当金 役員に対する退職慰労金の支払いに備えるため、内規に基づ
く期末要支給額を計上しております。

　４．収益及び費用の計上基準
当社は金属及び材料等の加工販売を主な事業とし、物品の引渡時点において顧客が
当該物品に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断しておりますが、出
荷時から支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるため、主として
出荷時点で収益を認識しております。取引の対価は履行義務を充足してから１年以
内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。

　５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
日本製鉄株式会社を通算親法人とするグループ通算制度の適用を受けております。

Ⅱ．収益認識に関する注記
「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計上基準」に記載
のとおりであります。
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Ⅲ．貸借対照表に関する注記
　１．有形固定資産の減価償却累計額 千円

　２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
　　短期金銭債権 千円
　　短期金銭債務 千円

　３．土地の再評価
「土地の再評価に関する法律」（平成10年(1998年)３月31日公布法律第34号）に基
づき、事業用土地の再評価を行い、当該評価差額に係る税金相当額を「土地再評価
に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評
価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価の方法
「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年(1998年)３月31日公布政令 第119
号）第２条４号に定める地価税の計算のために公表された方法により算定した価額
に合理的な調整を行う方法によっております。

再評価を行った年月日 　　平成14年(2002年)３月31日
再評価を行った土地の当事業年度末における時価と
再評価後の帳簿価額との差額 千円

Ⅳ．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 千円

営業取引以外の取引による取引高 千円

Ⅴ．株主資本等変動計算書に関する注記
　１．発行済株式の数 普通株式 9,834,171株

　２．剰余金の配当
① 配当金支払額

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの(予定)

13,302,883

3,473,636
680,452

△1,639,361

7,941,184

108,504

1株当たり

配当額(円)

2025年６月30日

定時株主総会

決議 株式の種類
配当金総額

基準日 効力発生日
(千円)

789,585普通株式 80.29
2025年

３月31日
2025年
７月１日

配当金総額 1株当たり

(千円) 配当額(円)

2026年６月24日

定時株主総会

決議 株式の種類 配当の原資 基準日 効力発生日

2026年
６月25日

普通株式 利益剰余金 676,590 68.80
2026年

３月31日
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Ⅵ．税効果会計に関する注記
　１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
　　　繰延税金資産の発生の主な原因は、賞与引当金、システム償却費超過額等であり、
　　 繰延税金負債の発生の主な原因は、土地再評価差額金、前払年金費用であります。

　２．法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理
当社は、グループ通算制度を適用しており、また、「グループ通算制度を適用する
場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告 第42号　2021年8月12日)
に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計
処理並びに開示を行っております。

Ⅶ．金融商品に関する注記
　１．金融商品の状況に関する事項

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定しております。
受取手形、電子記録債権及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に
沿ってリスク低減を図っております。投資有価証券及び関係会社株式は、発行会社
の財務状況等により価値が変動するリスクに晒されていますが、定期的に発行会社
の財務状況等の把握を行っております。

　２．金融商品の時価等に関する事項
2026年３月31日（当事業年度の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれ
らの差額については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、
注記を省略しております。また、当社が保有する投資有価証券及び関係会社株式は、
すべて市場価格のない株式等であるため、注記を省略しています。

Ⅷ．関連当事者との取引に関する注記
　親会社及び法人主要株主等

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注１） 油井管継手の製造販売等については、市場の実勢価格並びに当社が提

示する希望価格をもとに、交渉の上、決定しております。

（注２） 資金の預入は、日本製鉄グループ内におけるＣＭＳ（キャッシュ・マ
ネジメント・システム）利用によるもので、当社と日本製鉄株式会社
との間で、基本契約を締結しております。また、利息の受取に関して
は同取引に伴うもので、利息の利率は市場金利を勘案して決定してお
ります。
なお、資金の預入の取引金額は、期中平均残高を記載しております。

（注３） 当社の販売した製品の損害賠償金額が確定したため、期末時点での
未払額を記載しております。

Ⅸ．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 1,533円24銭

１株当たり当期純利益 137円62銭

　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）

油井管継手の

製造販売等(注1）

資金の預入 2,806,574

利息の受取(注2) 18,112
親会社

日本製鉄
株式会社

 被所有
 　直接100%

損害補償

種類 会社等の名称
議決権等の

所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係

615,491

2,624,254

当社製品の
製造販売

資金の預託

科目 期末残高

770,977

取引金額

7,941,184 売掛金

預け金

- 未払金損害補償金の支払(注3)

取引の内容
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